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医療機器産業の国内外ポジションと今後の方向性

医療機器政策調査研究所 主任研究員　　小濱　ゆかり

１．はじめに

　医療機器産業について調査・分析を行おうとする際、社会保障制度や薬機法などの法規制等

で近い存在である医薬品等と同様の手法で解析しようと試みてみるが、医薬品とは似て非なる

困難さがそこにある。

　その理由の一つとして、医療機器という製品がコンタクトレンズや体温計等の患者本人が使

用できるものから、専門の医療従事者でなければ扱えない人工呼吸器、ECMO等の装置、人

工心臓やステント等の人体に埋め込まれる治療用機器、CT、MRI等の診断用機器、近年では

手術ロボットやプログラム医療機器等、多種多様な製品群にまたがっており、また品種も多い

ため、医療機器としてまとめることが難しい分野であることが挙げられる。

　また、日米欧の中でさえも国毎に法規制や保険制度等が異なることや、医療機器に該当する

かどうかの基準が異なっていることも簡単に比較できない理由の一つである。

　それを踏まえつつも、従来、行政、民間の多方面において、薬事工業生産動態統計年報1）

（以下、「薬動年報」という。）や貿易統計年報2）等の行政当局から公開されるオープンデータや

企業からのヒアリング等の手法を駆使して、医療機器産業のポジションや傾向、今後の方向性

等を知るための試みが行われてきた。

　例えば、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（New Energy and 
Industrial Technology Development Organization、以下、「NEDO」という。）では、新産業創

出や産業競争力の強化に結びつけるための情報収集事業の中で、産業競争力の源泉である代表

的な製品群（最終製品、中間製品、部素材等を含む総数約1000品目）について、世界市場規模

と企業国籍区分別の売上高占有率（シェア）を調査し、「日系企業のITサービス、ソフトウェア、

及びモノの国際競争ポジションに関する情報収集」と題した成果報告書（以下、「NEDO報告書」

という。）3）の「モノを中心とした情報収集と評価」として公表している。医療機器についても

2012年以降のデータが2017年度から2020年度の4年分の成果報告書に開示されている。

　また、海外も含めた医療機器の網羅的な市場調査レポートとしてFitch Solutions（旧BMI）
社（以下、「Fitch」という。）の出版している「Worldwide Medical Devices Market Forecasts」4） 

（以下、「Fitchレポート」という。）が有名であるが、Fitchは10年以上前から5地域75 ヵ国の医

療機器市場に特化したデータを収集しており、各国の人口、医療費、GDP等の基本情報や、

世界税関機構（World Customs Organization, WCO）によるHarmonized System（HS）コード

に基づいた49のカテゴリー別の医療機器の売上高等の過去5年分の実績値と今後5年分の予測

値の計10年分のデータをFitchレポートに掲載している。当該レポートでは世界の医療機器市

場のほぼ95％を反映していると謳っている。

　令和元年補正予算調査事業として行われた「我が国医療機器・ヘルスケア産業における競争

力に関する調査」は、2021年3月に実施された第1回医療機器・ヘルスケア協議会の開催を前に、

医療機器・ヘルスケア産業が抱える課題及び現状を把握することで当該協議会における政策議
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論・立案の一助とすることを目的として実施され、2021年3月に調査報告書5）が提出・公表さ

れた。当該調査報告書においても薬動年報、NEDO報告書及びFitchレポート等をもとに各種

解析が行われているが、薬動年報は2018年まで、NEDO報告書は2017年まで、Fitchレポート

は2016年までの実績値をもとにしてあり、調査年度から報告までの若干のタイムラグがある。

　そこで、次の2項から5項では2022年6月末時点で公表・出版されている最新の薬動年報、

NEDO報告書及びFitchレポートの実績値をもとに、医療機器産業の市場規模と各国及びカテ

ゴリー毎の傾向等について再集計を試み、考察してみることにした。また、後段の6項では

NEDO報告書の企業国籍区分別の売上実績等から、日系、米国系、欧州系企業の世界市場に

おける製品群別の市場占有率を比較し、日系企業の現状と今後目指すべき方向性についても考

察してみた。

２．各種産業における医療機器産業のポジションは？

　詳細検討の前に、各種産業における医療機器産業のポジションはどのあたりかを見てみた

い。2020年度のNEDO報告書においては、調査対象製品群（総数995品目）それぞれの世界市場

規模より、トップ100を「世界市場規模ランキング（トップ100）」の項で開示している。その中

から2019年度の主要な製品群（1位、10〜100位の各10位と医薬品等のヘルスケア関連の項目）

を抜粋して表1の左欄に示した。また、同年報告の医療機器関連の製品群（38項目）について、

世界市場規模順に表1の右欄に並べた。

38

表１ 各種産業と医療機器産業の世界市場規模の比較（2019年度）
 出所：「2020年度日系企業のITサービス、ソフトウェア及びモノの国際競争ポジションに関する

情報収集」NEDO情報収集事業　成果報告書3）より筆者作成
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　表1の左欄に示した自動車や医療用医薬品等はある程度大きな括りの製品群での数値が示さ

れているのに比べて、右欄に示した医療機器産業の個々の製品群は細分化された項目しかな

いため、トップ100にはランクインしていないが、医療機器産業の38製品群の合計額は21位と

22位の間の位置付けであった。なお、表中に示した、約9.2兆円という合計額はあくまで調査

対象とした38製品群の合算であり、後述する医療機器の市場規模とは合致しないものである

ことにご留意いただきたい。

　

３．日本国内の医療機器市場規模について

　日本国内における医療機器市場規模については、国内の医療機器製造販売業者からの報告を

もとに厚生労働省から公表されている薬動年報が最も詳細で実績に基づいたものであり、有用

であると考える。2019年より集計方法が変わったため、2018年以前のデータとの連続性はな

いものの、2020年末に令和元年（2019年）分が、2021年末には令和2年（2020年）分が公表され

ており、これら2年分の対比については既に医機連通信第297号6）の中で報告済であるため、詳

細はそちらをご参照いただきたい。

　同報告より、国内医療機器の生産高と出荷高について2019年と2020年を比較したものを

図1に示す。2020年1月から流行し始めた新型コロナウイルス感染症によるパンデミックの影

響もあってか、2020年の国内医療機器の市場規模はコロナ禍前の2019年より若干減少したも

のの、国内出荷高は約4兆円、輸出分も含めた出荷高は約5兆円とほぼ横ばいであった。

　

４．医療機器の世界市場規模と国別推移について

　次に、医療機器の世界市場規模について見てみたい。冒頭に述べた通り、Fitchレポートに

は、5地域75 ヵ国の49カテゴリー別の医療機器の売上高等の詳細なデータが掲載されており、

世界市場規模や国別推移等について知るには有用なレポートと言える。医機連で所蔵している

Fitchレポートより、世界市場（2020年の上位10 ヵ国＋その他の順に色分け）の2010年〜2020
年の実績値と、2021年〜2025年の予測値を抜粋し、推移を図2に示す。

図１　国内医療機器の生産高と出荷高（2019年〜 2020年）
 出所：「厚生労働省「令和2年度薬事工業生産動態統計調査年報」の概観」（医機連通信第297号

MDPROミニコラム、丸山）6）より抜粋
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　直近の実績値である2020年の世界グローバル市場は427USD,bn、2010年〜2020年の間の年

平均成長率（CAGR）（以下、「同CAGR」という。）は4.5％であり、年によって若干の伸び縮みは

あるものの、順調にその規模を拡大している。

　2020年に179.9USD,bn（同CAGR5.1％）の米国市場は2010年から変わらず最大の規模を

維持しているが、2019年に2番目であった日本市場と同年3番目であったドイツ市場は2020
年に順位が逆転し、ドイツ市場が2番目（32.1USD,bn、同CAGR4.4％）、日本市場が3番目

（31.6USD,bn、同CAGR2.0％）の規模となった。また、4番目の中国市場（29.1USD,bn、同

CAGR11.9％）のこの10年間の成長はめざましく、さらに2023年には日本市場を、2024年
にはドイツ市場を抜いて2番目の市場規模となる予測値となっている。以下、フランス市場

（17.2USD,bn、同CAGR2.8％）、イギリス市場（13.0USD,bn、同CAGR3.3％）、イタリア市

場（10.6USD,bn、同CAGR0.9％）、カナダ市場（8.0USD,bn、同CAGR3.4％）、スペイン市場

（7.3USD,bn、同CAGR3.6％）、韓国市場（6.7USD,bn、同CAGR4.7％）と続くが、上位10 ヵ

国で約336USD.bn（全体の78.5％、同CAGR4.6％）を占めている。

　

　さらに、上位5 ヵ国内における2020年の製品カテゴリー毎の市場規模と世界市場規模に対す

る比率を図3〜図7のバブルチャートで示してみた。

　表示の指標は以下のとおりである。

A.カテゴリー： Fitchの大中小49のカテゴリー区分から医療機器を端的に示せる39区分に

集約した。但し、「血圧モニター」、「内視鏡装置」、「透析装置」、「輸血装置」、

「麻酔器具・用具」の分類については、75 ヵ国中、30〜34 ヵ国のデータし

かなく、日本においては上記5分類のすべて、米国においては「内視鏡」「輸

血装置」の分類のデータがない中で市場比率が按分されているため、参考情

報として掲載している。

図２　医療機器の世界市場の10年間（2010 〜 2020年）の推移
 出所：Fitch Solutions（旧BMI）， Worldwide Medical Devices Market Forecasts（April, 2021）等4）

より筆者作成
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B.各カテゴリーの世界市場規模：売上高（USD,mn）の対数値を横軸に示した。

C.各カテゴリーの各国市場規模：当該国の売上高（USD,mn）をバブルサイズで示した。

D.各国の市場比率：各カテゴリー内の各国の市場比率（C／B,％）を縦軸に示した。

ちなみに、2020年といえばご承知の通り、コロナ禍によって、医療現場の状況は前年まで

とは大きく変わった年であり、国別、カテゴリー別の医療機器の使用状況が必ずしも標準的な

ものでなかった点は留意が必要である。

(USD,mn)

( )

図３　米国の医療機器市場（2020年）、出所：Fitch レポート4）より筆者作成
※「内視鏡装置」、「輸血装置」のデータなし。「血圧モニター」、「透析装置」、「麻酔器具・用具」の市場比率は参考値。

87医機連ジャーナル 第118号（2022年 SUMMER）Ⓒ2022 The Japan Federation of Medical Devices Associations All rights reserved.



図４　ドイツの医療機器市場（2020年）、出所：同上
※「血圧モニター」、「内視鏡装置」、「透析装置」、「輸血装置」、「麻酔器具・用具」の市場比率は参考値。

(USD,mn)

( )

(USD,mn)

( )

図５　日本の医療機器市場（2020年）、出所：同上
※「血圧モニター」、「内視鏡装置」、「透析装置」、「輸血装置」、「麻酔器具・用具」のデータなし。
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　ちなみに、2020年といえばご承知の通り、コロナ禍によって、医療現場の状況は前年まで

とは大きく変わった年であり、国別、カテゴリー別の医療機器の使用状況が必ずしも標準的な

ものでなかった点は留意が必要である。

(USD,mn)

( )

図６　中国の医療機器市場（2020年）、出所：同上
※「血圧モニター」、「内視鏡装置」、「透析装置」、「輸血装置」、「麻酔器具・用具」の市場比率は参考値。

(USD,mn)

( )

図７　フランスの医療機器市場（2020年）、出所：同上
※「血圧モニター」、「内視鏡装置」、「透析装置」、「輸血装置」、「麻酔器具・用具」の市場比率は参考値。
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５．国民一人当たりの医療費及び医療機器市場規模のカテゴリー別上位国ランキングについて

　前項で市場規模上位国の医療機器市場について述べたが、国全体の人口やGDP・医療費等

が高い国において、高い医療機器市場比率を得ることはある意味当たり前では？とも推測され

る。そこで、人口、GDP、医療費等の基本情報と共に、医療機器全体及びカテゴリー別のラ

ンキングを総額と国民一人当たり（以下、「Per Capita」という（表中では「⇒P.C.」で示した行）。）

の額を比較して、上位5位までの世界ランキングを表2にまとめてみた。

　まず、人口数の上位5か国に注目してみると、人口数第1位の中国、第2位のインドにおいて

は総額ではランクインしている項目が複数あるものの、Per Capitaではランク外となっている。

特に、インドにおいては「診断・画像」分野の「MRI」、「医療用α、β、γ線装置」、「医療用X線

フィルム」、「X線管」のカテゴリーの各総額においてのみ5位以内に入っているのが、印象的で

ある。人口第3位の米国が多くの分野で総額、Per Capitaの額共にランクインしているのは周

知であるとして、第4位のインドネシア、第5位のパキスタンにおいては、総額、Per Capita
の額共にランク外であった。

　次にPer Capitaの医療費に目を向けてみると、米国に続き、第2位にスイス、以下、ノル

ウェー、デンマーク、スウェーデンと、北欧の国々が並ぶ。また、Per Capitaの医療機器市場

については、スイスが第1位となり、米国、ドイツに続いて、オーストリア、ベルギーとやは

り欧州国が続く。Per CapitaのGDP、医療機器市場で共に第1位、医療費で第2位のスイスに

注目してみると、全ての医療機器分野の複数のカテゴリーにおいてPer Capitaの額の上位にラ

ンクインしているが、特に「消耗品」、「歯科用品」、「患者補助器具」の分野では複数のカテゴリー

で1位となっている。

　一方、「診断・画像」や「整形外科用機器及び骨折治療具」の分野では総額、Per Capitaの額共

に米国が1位を取っており、Per Capitaの医療費で第1位、医療機器市場で第2位の規模を示し

ている。

　日本の順位については表2の2列目に抜粋して示してみた。

　日本は人口順位で第11位であるが、GDP、医療費、医療機器市場の総額でいずれも第3位、

GDPに対する医療費の順位でも第6位という世界の中では経済・医療共に比較的先進的な地

位にある。各医療機器の総額においては、「歯科用品」「整形外科用機器及び骨折治療具」分野

で第2位、「消耗品」「患者補助器具」「その他」の分野で第3位といずれも上位である一方で、Per 
Capitaの額では「診断・画像」の分野以外では第6位以下となっている。

　カテゴリー毎にPer Capitaの額で上位であるのは「診断・画像」分野では「MRI」（総額、Per 
Capita共に第3位）、「その他の診断用電気装置」（総額で第2位、Per Capitaで第3位）、「CTスキャ

ナー」及び「その他の医療用X線装置」（いずれも総額で第3位、Per Capitaで第2位）、「X線管」（総

額で第3位、Per Capitaで第5位）であった。他では、「消耗品」分野の「管状金属針・縫合針」（総

額、Per Capita共に第3位）、「歯科用品」分野の「歯科用セメント」（総額で第2位、Per Capita
で第3位）、「整形外科用機器及び骨折治療具」分野の「その他の人工装具」（総額、Per Capita共
に第2位）、「患者補助器具」分野の「メカノセラピー装置」（総額で第3位、Per Capitaで第4位）

が日本において国民一人当たりの医療としても充足してきている分野であるということが見て

取れる。
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表２　2020年における医療費及び医療機器に関する国民一人当たり（P.C.）のランキング比較　
 出所：Fitch レポート4）より筆者作成
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表２　2020年における医療費及び医療機器に関する国民一人当たり（P.C.）のランキング比較（続き）
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表２　2020年における医療費及び医療機器に関する国民一人当たり（P.C.）のランキング比較（続き）
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表２　2020年における医療費及び医療機器に関する国民一人当たり（P.C.）のランキング比較（続き）
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６．世界（主に、日系、米国系、欧州系）の医療機器関連企業の製品群別シェアについて

　ここまで、日本及び世界各国の医療機器市場規模や国別、カテゴリー別の特徴等について述

べてきたが、プレイヤーとしての医療機器関連企業の状況についても見てみたい。

　冒頭にご紹介した「我が国医療機器・ヘルスケア産業における競争力調査　調査報告書」5）よ

り抜粋した図8の資料は、日系・米国系・欧州系企業の産業力を比較するものとしてその後の

行政からの説明等でも引用されている。

　

　上記の資料作成は前出のNEDOの成果報告書（2018年度版）をもとになされており、図中の

説明にあるように日系・米国系・欧州系企業の世界市場における製品群別のシェアを概観する

には非常にわかりやすい。そこで、このたび直近のNEDOの成果報告書（2020年度版）をもと

に日系、米国系、欧州系企業群別のバブルの詳細を見るために、同様の手法を用いて、表1に
示した38製品群の医療機器について2019年度の市場占有率をバブルチャートで図9〜図11に示

してみた。

　表示の指標は以下のとおりである。

A'.カテゴリー：NEDOが収集した表1に示す38製品群のうち、日系、米国系、欧州系企業

の売上データとして数字がある製品群を選択した。なお、「血管内超音波診

断装置」「眼底カメラ」「人工腎臓装置」「人工肺」は米国系のデータがなく、「超

音波骨量測定装置」「カプセル型内視鏡」「医療用光源（内視鏡用キセノンラン

図８ 機器別世界市場規模と日・米・欧各国系企業の世界シェア及び売上高（2017）、出所：「我が国医
療機器・ヘルスケア産業における競争力調査　調査報告書」内閣官房　健康・医療戦略室（作成：
株式会社エヌ･ティ ･ティ ･データ経営研究所）5）より抜粋
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プ）」「血圧計」「補助人工心臓」「PTCAガイディングカテーテル」「コンタクト

レンズ」「眼内レンズ」は欧州系の、「内視鏡」「球面レンズ（カプセル内視鏡

用）」は米国・欧州系共の、「腹膜透析装置」「心調律管理装置」は日系のデー

タがそれぞれない中で市場占有率が按分されているため、参考情報として

掲載した。（図9〜図11において、バブルを斜線で示した。）

B'.世界市場規模：各カテゴリーの世界の売上高（百万円）を横軸に示した。

C'.各系企業規模：各カテゴリーの各系企業の売上高（百万円）をバブルサイズで示した。

D'.市場占有率：各カテゴリーの各系企業の市場占有率（％）を縦軸に示した。

※NEDOの成果報告書には日系、米国系（北米・カナダ）、欧州系（西欧・東欧）以外に、中国、

台湾、韓国系、その他（その他アジア、中東、アフリカ、他）についても調査がなされてい

るが、医療機器についてはデータのあるカテゴリーが少ないため、図8と同様、今回の分

析からも対象外とした。

　

( )

( )

図９ 米国系企業のカテゴリー別市場占有率（2019年度）　
 出所：「2020年度日系企業のITサービス、ソフトウェア及びモノの国際競争ポジションに関する

情報収集」NEDO情報収集事業　成果報告書3）より筆者作成
※「血管内超音波診断装置」「眼底カメラ」「人工腎臓装置」「人工肺」「内視鏡」「球面レンズ（カプセル内視鏡用）」のデータなし。

「超音波骨量測定装置」「カプセル型内視鏡」「医療用光源（内視鏡用キセノンランプ）」「血圧計」「補助人工心臓」「PTCAガイ

ディングカテーテル」「コンタクトレンズ」「眼内レンズ」「腹膜透析装置」「心調律管理装置」の市場占有率は参考値。
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( )

( )

図10 欧州系企業のカテゴリー別市場占有率（2019年度）　 出所：同上
※「超音波骨量測定装置」「カプセル型内視鏡」「医療用光源（内視鏡用キセノンランプ）」「血圧計」「補助人工心臓」「PTCAガイ

ディングカテーテル」「コンタクトレンズ」「眼内レンズ」「内視鏡」「球面レンズ（カプセル内視鏡用）」のデータなし。「血管

内超音波診断装置」「眼底カメラ」「人工腎臓装置」「人工肺」「腹膜透析装置」「心調律管理装置」の市場占有率は参考値。

( )

( )

図11 日系企業のカテゴリー別市場占有率（2019年度）　 出所：同上
※「腹膜透析装置」「心調律管理装置」のデータなし。「血管内超音波診断装置」「眼底カメラ」「人工腎臓装置」「人工肺」「超音波

骨量測定装置」「カプセル型内視鏡」「医療用光源（内視鏡用キセノンランプ）」「血圧計」「補助人工心臓」「PTCAガイディング

カテーテル」「コンタクトレンズ」「眼内レンズ」「内視鏡」「球面レンズ（カプセル内視鏡用）」の市場占有率は参考値。
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　図9〜図11に示した通り、NEDOの調査範囲における市場占有率は米国系企業59.9％、欧州

系企業25.5％、日系企業13.4％である。全体の傾向は、図8に示した2年前のデータとほぼ変

わらない。　

　日系企業の強みともいわれる画像診断系の「MRI」「CT」「超音波画像診断装置」の製品群は欧

州系企業が高い市場占有率を示している。まずはこういった日系企業が強みを持つ分野におい

て市場を維持し、さらに高めていくことが肝要である。

　米国系企業全体の市場占有率が高いのは、世界市場規模の大きい「人工膝関節」「人工股関節」

「ステント」等（参考値とした「コンタクトレンズ」もおそらく同様に）の製品群において高い市場

占有率を取っている（右上象限にバブルがある）からである。既に欧米系企業が市場を占有して

いる製品群において市場占有率を上げていくことは難しいかもしれないが、世界市場規模が

0.1％でも上昇すればその影響は大きいともいえる。

　また、世界市場規模が小さい（グラフの左側に寄っている）製品群で既に市場が飽和している

場合は期待が薄いが、「粒子線治療装置」や「手術用ロボット」等、今後市場が伸びていく可能性

のある製品群については、市場自体を開拓して市場規模全体を大きくしていくと同時に欧米系

企業に先んじて市場を占有していくことが重要と考える。

　

　最後に、上記の世界市場を構成する主要な医療機器企業について、MPO Magazineが公表

している「The 2021 MPO Top 30 Medical Device Companies Report」7）からFY2020のTOP30
社の売上高を図12に示す。

図12 FY2020の世界の医療機器企業TOP30　
 出所：The 2021 MPO Top 30 Medical Device Companies Report 7）より筆者作成
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　各企業のグラフの上の国旗は当該企業の本社の住所地をもとに示したものであるため必ずし

も活動拠点とは一致していないが、TOP30のうち17社もが米国系企業であり、ここでも世界

の医療機器市場を米国系企業が席巻していることが見て取れる。続いて日系企業が4社、ドイ

ツ系企業が3社、以下、アイルランド、オランダ、フランス、スイス、英国、スウェーデン系

企業が各1社である。日系企業は売上高の順位では今後に期待というところであるが、TOP30
に4社もランクインしている点では、異なる製品群を持つ複数企業が総合力を発揮していると

も言えるのではないだろうか。

７．まとめ

今回、Fitchレポートより医療機器の国別、分野・カテゴリー別の市場規模を、NEDO報告

書より日系、米国系、欧州系企業の製品群別の市場占有率をそれぞれ調査し、何らかの相関や

方向性を示せないかと試行錯誤してみたものの、明確な答えは出せなかった。しかしながら、

各項においていくつかの切り口は提示できたものと考える。

2項では医療機器産業が総体としては他の産業にも劣らない規模の産業であることを示した。

3、4項では薬動年報で約4兆円と示されている日本の医療機器市場が世界市場の中では第3
位でありながら世界市場全体の7.4％でしかないことを示した。国内の医療費は削減すること

が課題にもなっており、際限なく伸びる市場分野ではないため、海外の市場にも目を向ける必

要がある。

5項では、総額で「診断・画像」分野の市場規模が大きいインドや、Per Capitaの市場規模（特

に「歯科用品」等の分野において）が大きいスイス等、特筆すべき国の傾向を示した。日本市場

においても、総額、Per Capitaの額共に順位の高い分野・カテゴリーと、Per Capitaの額では

順位の低い分野・カテゴリーがあり、市場が満たされているのか、今後伸びる余地があるのか、

等が気になるところである。　

6項では、日系企業の市場競争力を上げるために今後注力すべき方向性として、①「画像・診

断」等の日系企業が得意と言われている製品群をさらに伸ばす、②既に大きな世界市場規模を

持つ製品群において市場占有率を上げる、③今はまだ世界市場規模が小さくても今後伸びてい

く製品群において、市場自体を開拓し、欧米系企業に先んじて市場を占有する、等のパターン

を挙げてみた。

　以上、膨大なデータの中から一部を切り取って可視化した中での考察をおこなったが、今回

の図表などが、今後の検討のヒントとなれば幸いである。

８．おわりに

　今回の検討を通じて、あらためて医療機器の製品群や市場に関連するデータを網羅的かつ正

確に収集し、一元的に解析することの難しさを感じた。

　また、感染症等のパンデミックや災害や海外情勢等の緊急事態に対してタイムリーで的を射

た施策や提言を行うためには、網羅性、正確性に加えて、情報の速報性や的確な分析力が求め

られる。

国内では6月に閣議決定された「骨太方針2022」において医療機器に関連する具体的かつ身近

な施策として、「国民皆歯科検診」の検討が取り上げられたが、こういった国の方針や施策も市

場の新設、拡大に密接にかかわってくるであろう。
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　冒頭に述べた医療機器産業の調査・分析における課題を解決するためには、医療機器に関す

る製品分類やコードの国際的な共有化や、さらなるデジタル化、DX 化が期待される。現在、

明確な分類がない「プログラム医療機器」等の新しい分野についても、早々に統計データとして

現れてくることを期待する。

MDPRO では今後も、網羅性と正確性の高いデータで医療機器産業の全体像を把握するこ

とと、スピードある政策提言などに繋げるための目的別の解析を短期で行うことの両面から、

調査手法やデータのあり方について引き続き検討していく予定である。
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